
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度に更新した村づくり計画の抜粋版です。計画の本文については 

生坂村のホームページまたは児童館・生涯学習施設の図書室でご覧ください。 

 このダイジェスト版により、今年度の村の事業や予算、様々な課題について、 

村政懇談会で説明を予定しています。 

 今年度の村政懇談会については、次の日時に開催を予定しています。 

※開催日時は変更する可能性があります。 

 

ホームページ URL：https://www.village.ikusaka.nagano.jp/ 

生坂村役場 村づくり推進室 電話 ６９－３１１１ 

 

日 時 地 区 会 場 日 時 地 区 会 場 

４月 28 日(火) 

19 時～ 
小立野 小立野公民館 

５月 18 日(月) 

19 時～ 
草  尾 草尾交流ｾﾝﾀｰ 

５月１日(金) 

19 時～ 
下生野 南部交流ｾﾝﾀｰ 

５月 19 日(火) 

１８時３０分～ 
昭  津 木材ふれあい体験館 

5 月 11 日(月) 

19 時～ 
上生坂 村民会館 

６月３日(水) 

19 時～ 
大日向 大日向生活改善ｾﾝﾀｰ 

５月 12 日(火) 

19 時～ 
下生坂 下生坂公民館 

６月４日(木) 

19 時～ 
宇留賀 宇留賀公民館 

５月 15 日(金) 

1８時３０分～ 
日 岐 日岐生活改善ｾﾝﾀｰ 

６月８日(月) 

14 時～ 
古  坂 古坂介護拠点施設 

本懇談会は各地区への説明及びそれぞれの地区との意見交換を主旨としておりますので、ご参加に

あたっては、自地区の開催日、会場へお越しいただくこととします。 

★自地区で参加できなかった方、子育て世帯の方等を対象に、次の日時で開催いたします。   

日時：６月14日（日） 14時～ 村民会館及びオンライン（ZOOM）にて 

・オンライン参加をご希望の方は６月10日(水)までに村づくり推進室へお申し込みください。 

・お子様をお連れの方には、村民会館１階に託児室を設けますので、ぜひご利用ください。 

 （ご希望の方は６月５日（金）までに村づくり推進室へお申し込みください。） 

生 坂 村 

 

https://www.village.ikusaka.nagano.jp/
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計画更新にあたり 

 

生坂村は、「山紫水明 食と文化 癒しの郷」であり、犀川の清き流れと渓谷美の山清

路、雄大な大城・京ヶ倉など、水辺と里山が織りなす風光明媚な自然に恵まれています。

また、金戸山百体観音、乳房イチョウ、赤地蔵などの歴史・伝統文化や、おやき、おにか

け、干し柿などの豊かな食文化を背景に、先人たちが守り育んできた自然と伝統との共生

の精神を受け継ぎ、地域の絆を大切にしながら心豊かな暮らしを営んでいます。 

本村では、「生坂村第６次総合計画」を根幹に「いくさか村づくり計画」の実施計画に

基づき、人口減少対策や地域活性化、福祉、子育て、産業振興、防災・減災、脱炭素先行

地域づくりなど、生坂創生に向けた各種施策を総合的に推進してまいります。 

「福祉の村づくり事業」では、村民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよ

う、健康寿命の延伸を基本目標に、高齢者の保健事業と介護予防事業を一体的に推進して

まいります。75 歳以上の一人暮らしや高齢者夫婦のみの世帯が多い本村の実情を踏ま

え、「いくさか大好き隊員」による生活見守り事業の対象拡大を図るとともに、見守りシ

ステム導入費及び維持費への助成制度を継続し、地域全体で支え合う見守り体制の充実を

図ってまいります。 

また、生活困窮や孤立など複合的な課題に対応するため、国の「重層的支援体制整備事

業」を活用し、属性を問わない相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に

進めてまいります。その拠点として社会福祉施設「はるかぜ」を地域住民の交流と相談の

場として位置づけ、誰もが気軽に立ち寄れる居場所として運営してまいります。さらに、

医師に 24 時間オンラインで健康相談ができる無料アプリの導入や、難聴により生活に支

障を感じる高齢者への補聴器購入費助成を新たに実施し、高齢者の安心した生活と社会参

加の促進を図ってまいります。 

福祉センター「やまなみ荘」につきましては、照明のＬＥＤ化や省エネエアコンへの更

新、木質チップボイラーの接続など施設改修を行い、省エネルギー化と利用環境の向上を

図りました。今後も村民の憩いの場として安全で快適に利用できる施設運営を行うととも

に、観光や交流の拠点としての活用を進めてまいります。 

「子育て支援事業」では、「生坂村こども計画」に基づき、学校教育、子育て支援、地

域との連携を柱とした施策を総合的に推進し、子どもたちが安心して学び育つ環境づくり

を進めてまいります。学校教育では、小中一貫教育の取組を基盤に郷土への誇りと自立心

を育む「Ikusaka 学」を推進するとともに、小中学校施設へのＬＥＤ照明や省エネエアコ

ンの導入など教育環境の整備を進めてまいります。 

また、ＧＩＧＡスクール構想の推進に対応するため、小中学校の校内ネットワーク設備

を改修し、１人１台端末の安定的な活用環境を整備してまいります。併せて、小学校の学

級支援員や専科教員の配置拡充、学校徴収金の公会計化を進め、教育の質の向上と教職員

の負担軽減を図ってまいります。 

子育て世帯への支援としては、保育料の未満児までの無償化に加え、保育園及び小中学

校の給食費無償化を継続するとともに、給食費補助の拡充や給食単価の引上げを行い、子

育て世帯の経済的負担の軽減を図ってまいります。また、「子ども家庭センター」を中心
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に妊娠期から子育て期まで切れ目のない相談支援を行うとともに、新たに「こども誰でも

通園制度」を開始し、未就園児が保育施設を利用できる環境を整備してまいります。さら

に、保育園のプール施設改修等を行う保育環境整備事業や、高校生の電車通学定期券購入

費の一部補助制度の創設などにより、子育て環境の充実を図ってまいります。 

「産業振興事業」では、本村の基幹産業である農業を中心に、地産地消の推進や六次産

業化を進め、農産物の付加価値向上と販路拡大につなげてまいります。農業基盤整備とし

て、畑作等促進整備事業を活用し、上生坂区万平地区及び大日向区南平地区において圃場

整備を進めるとともに、下生坂区雲根地区では農道拡幅工事に着手し、営農条件の改善と

農業の生産性向上を図ってまいります。 

また、物価高騰対策として、プレミアム率５割の「いくさかマル得商品券発行補助事

業」を継続し、地域内消費の喚起と商工業者の経営支援を図ってまいります。道の駅「い

くさかの郷」を拠点に地元農産物の販売促進やイベント開催を進めるとともに、やまなみ

荘と連携したアウトドア体験の推進など、本村の自然を活かした観光振興に取り組み、交

流人口の拡大を図ってまいります。 

「地域活性化対策等事業」では、人口減少や担い手不足への対応として、移住・定住の

促進と住環境整備を進めてまいります。上生坂上手団地での省エネルギー型集合住宅の整

備を進め、若者世代の定住促進を図るとともに、住宅リフォーム補助や耐震化支援を継続

し、安心して暮らせる住環境づくりを進めてまいります。また、地域活性化起業人制度を

活用し、都市部企業の専門人材と連携した地域産品のブランド化や情報発信の強化に取り

組んでまいります。さらに、老朽化したＣＡＴＶ設備の更新を進め、地域情報発信基盤の

強化を図ってまいります。 

防災・減災の取組では、自主防災組織との連携や防災士の養成を進めるとともに、防災

行政無線のデジタル化への切替えを完了させ、災害時の情報伝達体制の強化を図ってまい

ります。また、消防団員の処遇改善や機能別消防団員制度の活用により、地域防災力の向

上を図ってまいります。 

「脱炭素先行地域づくり事業」では、2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、再

生可能エネルギーの導入と省エネルギーの推進を一体的に進めてまいります。株式会社い

くさかてらすと連携し、住宅や事業所への太陽光発電設備や蓄電池の導入を進めるととも

に、日岐区における小水力発電所の整備や上生坂区のマイクログリッド構築を推進し、災

害時にも電力を確保できる自立分散型エネルギーシステムの整備を進めてまいります。ま

た、一般家庭への省エネ機器や木質バイオマスストーブ導入支援を継続するとともに、公

民館等への省エネ機器導入補助制度を新たに創設し、地域全体で脱炭素化の取組を推進し

てまいります。 

今後も、自助・共助・公助の考え方を基本に、村民と行政が協働しながら地域課題の解

決に取り組み、「確かな暮らしを明日につなぎ 明るく 健やかに生きる村」の実現に向

けて村づくりを着実に推進してまいります。村民の皆様のご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

生坂村長 藤 澤 泰 彦 
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生坂村第６次総合計画 

 

村づくりのための基本構想（令和２年度～令和 11年度） 

◎ 将 来 像   確かな暮らしを明日につなぎ 

明るく 健やかに生きる村 

◎ キャッチフレーズ    新たな発想で 未来を創り出し 

人と自然が輝く いくさか 

 

 

 

 

 

 

 

協働による村づくりの推進 

★いくさか大好き隊員 

  ・今年度から新たに２名のいくさか大好き隊員が加わりました。 

 いくさか大好き隊は、地域おこし協力隊８名、集落支援員１０名の総勢 

１８名で活動していきます。 

 

  ・いくさか大好き隊では、地域の様々な課題に対して支援していきます。 

 主な支援業務 

 集落や地域団体等の支援、農業支援、情報発信、イベント企画や観光支援

業務、空き家・移住定住対策、施設の管理業務、伝統食文化の継承や郷土

食開発、高齢者見守りなど 

令和８年度 村づくり計画の変更点及びお知らせ事項 

豊かな自然に囲まれ、健康に恵まれ、先人が築いた伝統を守りつつ、新たな魅力を 

発見・創造し、未来を担う若い世代が定着し、いつまでも楽しく暮らし続けられる 

安全安心な村とすることを将来の姿とします。 

また、計画の全ての施策は人が礎となるものであり、当村における人口減少・少子 

高齢化問題は重要課題として、子育て支援・福祉の充実、産業の振興、住環境の整備 

人口の維持などに努めていきます。 
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総務部会 
 

 今年度から新たに取り組みます！ 

 ★ＣＡＴＶ施設の更新工事に着手します 

  今年度より令和１０年度までの３か年の予定でＣＡＴＶ施設の更新に着手します。 

この事業で、ケーブルを災害に強い光ケーブルに更新し、非常時の対策として高津屋

に第２受信点を整備し、安定通信を図ります。 

 ★避難所の防災・減災対策を進めます 

  これまで堤防が低く浸水の恐れがあった込地公民館について、トンネル残土による

嵩上げ工事を行い、安全性の高い避難所への整備に着手します。今年度は、公民館の

除却工事を行い、来年度以降に施設整備を行う予定で災害に強い村づくりを進めます。 

 

 

  おしらせ 

 ★生坂村制 70周年記念式典開催 

今年度、生坂村が合併から７０周年を迎えるにあたり、 

10 月 31 日（土）Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館において、 

記念式典を行います。 

また、村内イベントでも 70 周年を記念した催しが予定 

されています。 

 ★村の財政状況について 

●普通交付税では、令和7年度に実施した国勢調査による人口が減少したことから 普

通交付税の算定基礎が縮小となり、将来的に地方交付税は減収となる状況が予想され

ます。 

●いくさか応援寄付金（ふるさと納税）は多くの方にご支援いただいており、村づくり

の貴重な財源として有効に活用していきます。 

●今年度から令和 12 年度までの財政状況をシミュレーションした結果、今後５年間は

安定した財政運営ができる見通しです。 

●各年度において大きな余剰は見込まれておらず、基金を取り崩すことも考えられるた

め、持続可能な財政運営を目指し、住民が真に必要とする事業を見定めていきます。 
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 引き続き取り組みます！ 

 ★村営バス運行事業 

村営バスは、交通弱者の大切な移動手段として、運行業務を民間委託して運営してい

ます。定時定路線の犀川線や池坂線、デマンドバスの運行を行い、村民の皆さまの安定

した地域の移動手段として、今後も持続可能な運営を目指し進めていきます。 

 ★消防団員の活動支援と団員確保 

生坂村消防団は、村民の皆さまの生命・身体・財産を災害等から守るため活動する地

域になくてはならない組織です。しかし団員の減少や高齢化などにより今後の活動が危

惧されています。村では団員確保に向けて団員報酬等処遇改善や分団等運営交付金の交

付、消防団員応援商品券の配布など実施しています。 

引き続き、団員の活動支援と確保に向けご理解・ご協力をお願いします。 

 ★自転車用ヘルメット購入費用を補助します 

令和 6 年度より全村民を対象に自転車用ヘルメット購入費用への 

補助を行っています。（購入費用の３分の２以内、上限 3,000 円） 

 ★防災士資格取得費用を補助します 

災害に強い村づくりを進めるため、防災士資格の取得費用の補助を行っていますので、

ぜひご活用ください。（上限 40,000 円） 

 ★感震ブレーカーの設置費用を助成します 

感震ブレーカーは、地震発生時に住宅内の通電を遮断し、電気に起因する火災を防ぐ

ことが期待できます。この感震ブレーカーの設置費用に対する補助事業を、引き続き実

施しています。※補助内容は、設置する装置により異なります。 
 

村づくり推進室 
 

 引き続き取り組みます！ 

★脱炭素先行地域事業の取り組みを推進します 

環境省の脱炭素先行地域事業の各種事業を推進していきます。事業の詳細や実施状況

等については、広報誌「いくさか便り 龍と子」を通じて、村民の皆さまにお知らせして

いきます。 

（今年度に実施する事業は、本紙の各部会連携事業をご覧ください。） 
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★村民参加の村づくりを推進します 

より多くの村民が参加できる村政懇談会の場づくりに努め、広くご意見を伺い、村政

運営に活かしていきます。 

★地域の人材育成を推進します 

「いくさか未来スクール」では令和７年度に「ネイチャーポジティブ」をテーマに講

師による村内での自然観察を行い生坂村への理解を深めました。今年度も、地域で活躍

できる人材の育成につながる事業を企画していきます。 

 

 

  おしらせ 

★令和８年度「生坂村絆づくり支援金」事業を募集します 

協働事業の推進を行うとともに、各地区の特色を活かした事業に対して支援していま

す。事業計画や申請については、村づくり推進室、または地区担当職員までお気軽にご

連絡ください。 

★空き家バンク・空き家対策について 

村内の空き家の有効活用のため、空き家の情報を所有者の希望により「空き家バン

ク」に登録し、村のホームページ等を通じて利用希望者に情報提供を行う事業を継続

して実施します。空き家の有効活用を図るため、情報提供のご協力をお願いします。 

令和６年度からは、空き家の物件に関する所有者と移住希望のニーズ情報等につい

て、LINEを活用してマッチングにつなげるシステム「さかさま不動産」を運用してい

ます。 

 

住民部会 

 引き続き取り組みます！ 

 ★人間ドックの助成をします 

後期高齢者医療制度では、人間ドック日帰り 25,000 円 

一泊 30,000 円、脳ドック 10,000 円の助成を継続します。 

 ★環境保全を推進します 

●飼い犬、飼い猫及び飼い主のいない猫の避妊・去勢手術費用の一部を助成しています。 

●家庭から排出されるゴミの減量化と自家処理の推進を目的に、生ごみ処理機の購入経

費を補助します。 
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 ★子育てを支援します 

●18 歳以下の子のいる世帯に水道の超過料金を助成します。 

●２歳未満の乳幼児を養育している保護者へ、紙おむつの排出に使用する燃えるごみ専

用袋を交付します。 

★「災害時登録井戸」を推進します 

災害による断水時に、飲用水以外の生活用水 

として井戸水を提供いただける方を事前に登録 

することで、有事の際に備えます。 

 ★結婚新生活を支援します 

夫婦ともに婚姻日における年齢が 39 歳以下で世帯所得が 500 万円以下のご夫婦を

対象に、新生活を始めるための住宅購入費用や引っ越し費用、リフォーム費用の一部を

補助します。 

 

 

       おしらせ 

★納税手続きが便利になりました 

固定資産税や軽自動車税の納付が、コンビニエンスストアや 

スマートフォンアプリのQR コードからできるようになりました。 

★後期高齢者医療保険料に「子ども・子育て支援納付金」が加算されます 

この制度は、子どもや子育て世帯を、全世帯・全経済主体が支える新しい分かち合い・

連帯の仕組みで、医療保険者は、医療給付に係る保険料や介護保険料とあわせて、子ど

も・子育て支援金を徴収します。この納付金は、児童手当や妊婦支援給付金等に活用さ

れます。 

 ★ごみの減量とリサイクルにご協力ください 

リサイクルによる再利用・再資源化は、環境の保全や、 

廃棄物（燃えるごみ）の発生を抑制し、処理費用の削減に 

つながります。皆さんのご協力をお願いします。 

 ★粗大ごみ有料収集について 

今年度の粗大ごみの有料収集は、令和９年３月７日（日）に実施しますので、是非ご

利用ください。 
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★充電式電池の回収について 

充電式電池の適正な排出を進めるため、役場窓口に充電式 

電池回収ボックスを設置します。 

回収対象は「モバイルバッテリー」「加熱式たばこ」です。 

その他、充電式電池を内蔵した製品については、役場住民課 

までお問い合わせください。 

 ★やまなみ荘について 

昨年度は、全館休館とした改修工事を行い、省エネ機器の更新や照明のＬＥＤ化、Wi-

Fi 設備の拡充、浴室・厨房等の老朽化対策、併せて大浴場の熱源を木質バイオマスボイ

ラーとするための接続工事を実施しました。これからの時代にふさわしい「脱炭素モデ

ル」の拠点として、環境にやさしい住民憩いの施設へと生まれ変わりました。 

 

 

健康福祉部会 
 

 今年度から新たに取り組みます！ 

 ★重層的支援体制整備事業で参加支援、地域づくり支援を行います 

今年度から重層的支援体制整備事業を導入し、全ての部署が協力して支援を必要と
する方々を切れ目なく支え、安心して暮らし続けられる地域づくりを進めます。 

はるかぜは今年度から平日は毎日開館し、交流の場として開放します。どなたでも

気軽に立ち寄れる場所を提供しますので、会合や、サークル活動などにもお使いくだ

さい。また、毎月月末の木曜日に開催している「お茶処つむぎ」は、今年度も開催す
る予定です。 

 ★高齢者補聴器購入補助 

難聴による聴力機能の低下により日常生活などに不便を感じている非課税世帯の高

齢者に対して、補聴器の購入に要する費用の一部を補助します。両耳の聴力レベルが 40

デシベル以上70デシベル未満で、医師により補聴器の装着が必要だと診断された場合、

購入費用２分の１以内、30,000 円を上限に助成します。 

★24 時間医師に相談できる無料アプリの導入 

時間や場所に制約されず、病気やケガ、心の相談、受診の要否、お薬の相談など何で

もオンラインで医師へ相談できる体制を整備します。育児中の保護者や高齢者の不安軽

減を図るとともに、疾病の早期発見・重症化予防に繋げます。併せて不要不急の受診を
抑制し、医療資源の効率的活用と地域の医療アクセス向上を図ります。 
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★アピアランスケア助成 

がん治療に伴い欠損した外見を補完する補整具を助成します。助成対象補整具の購入

費用２分の１以内、２0,000 円を上限に助成します。 

 

 

 引き続き取り組みます！ 

★新型コロナウイルスワクチン接種の案内 

令和６年度から定期接種に移行し、希望者が病院等で接種するようになりました。 
65 歳以上の方については、個人負担の一部を公費で負担し、インフルエンザと同様

に 1,000 円で接種できます。 

★緊急通報装置等設置事業補助金 

在宅で一人暮らしをしている高齢者世帯に対して、日頃の見守りや急病等の不安の軽

減を図るため、緊急通報装置等を設置する費用と利用料の助成をしています。設置費用

は 10 分の８以内、上限 50,000 円、利用料は月額の 3 分の２以内、上限が 2,000円

で、年額では 24,000 円を限度に助成いたします。 

 

  

 ここが変わります！ 

★家族介護用品支給事業 

要介護と認定された高齢者を村内で在宅介護している家族に対する、介護用品購入費

用の補助は継続しています。今年度、対象となる介護用品を増やしました。 

 

●介護用品の購入費用助成 

介 護 度 村民税非課税世帯 村民税課税世帯 

要介護１・２ 月 3,000 円 月 1,000 円 

要介護３・４・５ 月 5,000 円 月 2,000 円 

 

●新たに対象となる介護用品 

服薬補助ゼリー、介護用食品、栄養補助食品等を追加しました。 

●継続して対象となる介護用品 

介護用パジャマ・紙おむつ・尿とりパット・使い捨て手袋・防水シート・おしり拭き 

清拭剤・ドライシャンプー・布団シーツ・ポータブルトイレの脱臭剤・尿器 

使い捨てエプロン・とろみ剤 
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       おしらせ 

 ★個別避難計画 

避難のお手伝いが必要な人のための、「避難計画」の作成を始めました。住民同士で

話し合いながら、避難に手伝いが必要な人ごとに避難の計画を立てていきます。災害時

により多くの命を救うため、区や常会単位での作成会を開催していきます。 

 

 ★リビングウィル・エンディングノートの配布 

終活支援の一環として、自分が望む医療やケアについて、家族に伝えておきたい葬儀

財産についてなど、書面に書き留めておける冊子（エンディングノート）を配布してい

ます。また、希望者には記載のサポートも行っています。 

★国民健康保険税 

今年度から、後期高齢者医療保険制度と同様に、子ども・子育て支援納付金分が課税

となります。 

振興部会 
 

 今年度から新たに取り組みます！ 

★南平地区で圃場整備を開始します 

令和７年３月に策定した地域計画に基づき農地を守っていくため、国の補助事業を活

用し圃場整備を実施します。今後は、農地中間管理機構を通じた担い手への農地集約を

促進し、農地の有効活用を図っていきます。 

 

 

  おしらせ 

★赤とんぼフェスティバル開催について 

今年度の「赤とんぼフェスティバル」は、合併 70 周年を記念し、10 月 17 日（土）

に盛大に開催する予定です。 

★「地域ぐるみでむらじゅう花ざかり事業」にご協力ください 

５月 31 日（日）に予定しています村内一斉ごみゼロ運動の日に合わせて、今年も「地

域ぐるみでむらじゅう花ざかり事業」を実施します。ご協力をお願いします。 
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★国道・県道事業について 

長野国道事務所により進められている国道 19 号の工事については、山清路地区の防

災工事において、現在、２号トンネルの掘削工事が順調に進められています。 

また、下生野新田地区の国道下の法面崩落箇所については、今年度から本格的な対策

工事が進められます。 

長野県により進められている県道事業では、宇留賀才光寺地籍における拡幅工事につ

いて、引き続き継続区間の整備が進められるとともに、下生野横手地区においては道路

改良に向けた調査・設計等が進められます。 

★下生野地区犀川堤防改修事業について 

令和６年度から工事に着手した堤防改修については、今年度も引き続き本体工事を実

施します。 

 

引き続き取り組みます！ 

★地域資源を活かした商品開発等を推進します 

山村活性化対策事業を令和７年度から実施しており、引き続き当該事業を活用し、農

林産物を活かした新商品の開発や食文化の継承を進め、地域の魅力向上を図ります。 

あわせて、農業体験や食育を取り入れた教育旅行の造成を進めるとともに、「食べる・

観る・遊ぶ」をテーマとした体験型観光を推進し、交流人口の拡大と地域の活性化を図

ります。 

★農産物の販売促進と地域活性化の推進します 

今後も、道の駅「いくさかの郷」を拠点として、村内で生産した安 

心・安全な農産物の販売や地元産食材を活用した料理の提供を行うと 

ともに、毎月第３土曜日の月例イベント「いくさかの郷特産市」をは 

じめとする各種イベントを開催し、多くの方に利用していただけるよ 

う努めます。あわせて、本村の自然資源を活かした観光振興を推進し、 

交流人口の拡大を図るとともに、生坂創生の中核施設として地域の活 

性化につなげていきます。 

★有害鳥獣から農作物を守ります 

有害鳥獣による被害が拡大しているため、防除器具等を個人等が設 

置する場合の支援を行っています。 

また、有害鳥獣の捕獲・駆除の推進を図るため、駆除に対する報償 

費を拡充し、担い手の確保及び被害防止対策の一層の強化に努めてい 

ます。 
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★住宅の安心・安全な住環境づくりを進めます 

住宅の新築・増改築などには、住宅リフォーム等補助事業をご活用ください。 

また、昭和 56 年５月 31 日以前に建てられた木造住宅については、無料の耐震診断

を実施しており、診断の結果、耐震改修が必要とされた場合には、改修費用の補助を行

っています。安心して暮らせる住まいづくりのため、ぜひご利用ください。 

 

 

 

 

★定住促進住宅の建設を進めます 

子育てしやすい村として若者の定住促進に向けた住宅や、単身等 

の方でも入居できる住宅（ゼロ・エネルギー住宅）の建設を進めて 

いきます。 

★雨水貯留施設の設置補助 

雨水の有効利用と流出の抑制による流域治水や、災害時の生活用水確保等を目的とし

て設置する、雨水貯留タンク設置費用に対して補助を行っています。 

★地区要望について 

来年度の各地区からの要望箇所等については、区長さんを通じて９月中旬頃に要望書

等を提出いただき、10 月下旬頃から現地調査を行います。実施の可否については、緊

急性・危険性・必要性・公平性を考慮して担当部署で対応します。 

 

教育部会 
 

 今年度から新たに取り組みます！ 

★高校生の通学費を補助します 

高校生の JR 等（村営バス以外）の通学定期券への助成により、義務教育以上に負担が

必要となる世帯の支援を行います。 

  補助率：通学定期券購入費用の 1/2  上限：年 30,000 円 

★小中学校の学年費を公費負担します 

  学校で徴収している学年費について、家庭からの徴収をやめ公費負担することで家庭の

負担軽減と、教職員の徴収・管理の負担を軽減し、働き方改革を進め授業の質の向上や教

育活動の充実を図ります。 
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★こども誰でも通園制度により子育て世帯を支援します 

  全ての子育て家庭に対して、従来の保育園の入所要件にかかわらない形での支援を強化

するため創設された新たな通園制度で、今年度より開始します。対象者は、保育所等に通

っていない６ヵ月から満３歳未満の子どもで、月 10 時間の枠内で生坂保育園の利用が可

能です。 

 

  ここが変わります！ 

★ぴよぴよ広場での交流の充実を図ります 

「ぴよぴよひろば」では、親子の触れ合い、親同士・子ども同士の交流を図るため、年

間を通し様々なイベントを行っています。今年度から週１回程度、「はるかぜ」で出張ひ

ろばを開催し、地域間交流や多世代交流の充実を図ります。 

★保育料を無償にします 

全ての園児の保育料を無償とし、子育て世帯の負担軽減を図ります。 

★中学校部活動の地域展開を行います 

身近な地域で継続してスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる環境を目指し、今

年度中の地域クラブへの展開（移行）を進めます。 

 

 引き続き取り組みます！ 

★小中一貫教育を推進します 

義務教育の９年間で、生坂と共に生き、新しい時代を切り拓く児童生徒を育む一貫教育

を推進するため、Ｉｋｕｓａｋａ学（地域学）、他地域との交流学習、豊かな人間関係づく

り、多様な教員との関わり、自ら学びを生み出す授業などを推進します。 

★児童生徒や保護者の負担軽減に取り組みます 

・チャイルドシート、ベビーカーの無償貸し出し 

・保育園園児と小学校児童生徒の給食費の無償化（給食の 1 食単価を引上げ） 

・子ども子育て応援ギフト（保育園入園・進級、小学校入学児童対象） 

・入学祝金（小学校、中学校、高等学校入学時） 

 ・就学援助（学用品の購入等） 

 ・通学用自転車購入の一部補助（中学生） 

 ・通学での村営バス利用料金の全額免除（中学生以上の全学生が対象） 

 ・私立高校生への助成金 

 ・高校生、短大生・大学生への奨学金貸与 
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★競技会等出場者を激励します 

スポーツ競技及び文化芸術活動の成果として、各種競技会及び発表会へ出場した者へ激

励金を交付し、村民のスポーツや文化芸術活動の促進を図ります。 

 

 

  おしらせ 

★いくさか健康スポーツフェスティバル（いくスポ）を開催します 

運動・スポーツの推進、健康づくりの促進、親睦、交流、絆づくりにつながるよう、村

民誰もが参加しやすく、無理・負担が少ない運動・スポーツの行事「いくスポ」を今年は

６月２７日（土）に開催します。 

 

★「二十歳の集い」を開催します 

開催年度内に 20 歳となる方を対象に、住民の皆さまや関わりの深い方々で祝う「二十

歳の集い」開催します。 

 ・開催予定 令和９年１月３日（日） 

・対象者  平成 18（2006）年４月２日～平成 19（2007）年４月１日生まれの方 

 

 

各部会連携事業 

 引き続き取り組みます！ 

★脱炭素社会の実現に向け令和８年度に実施する事業 

●村営ＺＥＨ住宅の建設 

・ＺＥＨ基準を満たす村営住宅を建設します。 

●EV 関連事業 

・EV 公用車の購入及び EV 充電器・充放電器（V2H）の設置を実施します。 

●デマンドレスポンス事業 

・電力のひっ迫時に抑制コントロールする装置等を整備します。 

●効果促進事業 

・株式会社松本山雅と連携し、スポーツクラブのもつＰＲ力で村内外へ本事業の普

及・啓発活動を行います。 
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●省エネ機器の導入補助事業 

・一般家庭への太陽熱利用設備、高効率空調機器、高効率給湯器、高効率照明機器

の導入費用を補助します。また、地区集会所等への高効率空調機器の導入費用を

補助します。 

●既存住宅や古民家の断熱改修費用補助 

・既存住宅や古民家の断熱改修費用を補助します。 

●木質バイオマスストーブの導入補助事業 

・一般家庭へのペレットストーブ、薪ストーブの導入費用を補助します。 

〇省エネ機器・木質バイオマスストーブ補助の概要 

設備名 性能要件 補助対象経費 補助率 

太陽熱利用設

備 

・太陽熱エネルギーを利用して給湯に

利用するもの 

・太陽集熱器は JIS A 4112 で規定す

る性能と同等以上の性能を有するもの 
 

・設備本体 

・その他付属機

器 

・工事費（据付・

配線・配管工事

等） 

補助対象経費の 3/4

以内（50 万円を超え

る場合は 50 万円） 

高効率空調機

器 従来機器より省 CO2 効果が得られる

もの 
 

補助対象経費の 2/3

以内 

高効率給湯機

器 

高効率照明機

器 

①～➂のいずれかの調光制御機能を有

する LED 機器であること 

①スケジュール制御 

②明るさセンサーによる一定照度制御 

➂在／不在調光制御  

木質バイオマ

スストーブ 

木質バイオマス依存率が60％以上で、

副燃料として化石燃料を常時使用する

ことを前提とするもの以外のもの 
 

・設備本体 

・その他付属機

器 

・工事費（据付・

耐熱・排煙工事

等） 

補助対象経費の 3/4

以内（100万円を超え

る場合は 100 万円） 

 

●公共施設へのＬＥＤ照明・省エネ機器の導入 

・小・中学校のＬＥＤ照明の更新や省エネ機器の導入を実施します。 

●公共施設へのペレットストーブの導入 

・公共施設にペレットストーブの導入を実施します。 

●木質バイオマス燃料製造プラントの整備 

・木質バイオマス燃料製造プラントの整備を行い、再生可能エネルギーへの転換を

推進します。 
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●生坂ダム小水力発電整備 

・東京電力リニューアブルパワー（株）生坂ダムの自主放流水を活用した小水力発

電の設備の新設を進めていきます。 

●自営線マイクログリッド構築 

・上生坂区と草尾区において、発電設備を設置した公共施設や民間施設を自営線で

つなぎ、電力を融通し合うマイクログリッド事業を実施します。 

・今後、中部電力からマイクログリッドへの電力切替工事に伴って、道路の通行規

制や個別調整をお願いする場合がありますので、ご協力をお願いします。 

 

●敷地内への太陽光パネル及び蓄電池の設置 

・民家・民間事業所・村営住宅・公共施設への太陽光パネル・蓄電池設置事業の支

援をします。 

●遊休地等を活用した野立て太陽光発電の設置 

・地区との調整を進めながら、引き続き設置事業の支援をします。 

 

 

《メモ》 
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